
 

 

令和４年度学校評価 

珠洲市立正院小学校 

（１）前年度の課題に基づく今年度の取組目標 

❀ 令和３年度最終報告における本校の課題 

 

 

 

 

 

 

❀ 令和４年度の重点取組目標 

①確かな学力の育成（創造）             

 

 

 ②豊かな心の育成（自主） 

 

 

③健やかな体の育成（健康） 

 

 

④業務改善 

 

これまでの取り組みを継続しながら、以下の４点について 

重点的に取り組む必要がある 

◇基礎基本の定着と学んだことを活用する力をつける 

◇自信を持って活動に取り組む姿を育てる 

◇体力の向上をめざす→個に応じた体力の課題に取り組む 

◇業務改善の推進→業務の効率化 

 

 

目標１ 確かな知識・技能を身に付け、活用力を高める 

目標２ 相手を思いやり、自信をもって積極的に行動できる子

を育てる 

 

目標３ 体力の向上をはかる 

目標４ 業務を見直し、効率化をはかる 



 

 

（２）目標達成のための取組 担当（道下・石尾） 

①確かな学力を育てる（創造） 

  

取  組 
・授業の中に知識・技能の習熟を図る学習活動を取り入れる。 

・解法の手立て（ズバリ・お手本しずこ）を示す。 

中間評価 
Ａ：４クラス以上達成  

Ｂ：３クラス達成 

Ｃ：２クラス達成 

Ｄ：１クラス達成 

  達成クラスなし  

評
価
指
標 

単元テスト（知識・技能）の正答率  
（単元テストの全国平均をもとにした数値） 

２年生…８０％   

３年生…７５％  ４年生…７５％ 

５年生…７０％  ６年生…７０％ 

Ａ 

取
組
の
結
果 

１学期の単元テスト 知識・技能の正答率 

２年生…９５％  

３年生…９５％  ４年生…８６％ 

５年生…７４％  ６年生…８５％   全クラス達成 

・解法の手立てをもとに、自分の考えを持てるようになった。 

・授業の中で適用問題の時間が確保され、計算などの技能が身につい

てきている。 

最終評価に向けた 

取 組 

・解法の手立て（ズバリ・お手本しずこ）を示す。 

・授業の中に知識・技能の習熟を図る学習活動を取り入れる。 

・学習した定義や用語を使いながら、自分の考えを表現する指導をする。 

最終自己評価 
Ａ：４クラス以上達成  

Ｂ：３クラス達成 

Ｃ：２クラス達成 

Ｄ：１クラス達成 

  達成クラスなし 

評
価
指
標 

単元テスト（知識・技能）の正答率 

・同一母集団の１学期の平均を－５％として算出 

・各学年の目標値（０となる値）は下記の通り 

２年生…９０％  

３年生…９０％ ４年生…８１％ 

５年生…６９％ ６年生…８０％ 

Ａ 

取
組
の
結
果 

２学期の単元テスト 知識・技能の正答率 

２年生…９６％  

３年生…９２％  ４年生…８７％ 

５年生…７２％  ６年生…８３％   全クラス達成 

次年度へ向けて 

・学習した定義や用語を正しく使いながら、自分の考えを表現できるよう

に、指導をする。 

・話し合いを通してよりよい答えを見つけ出せるように、相手に説明する力

や質問する力をつけていく。 

学校関係者評価

委員からのご意

見等 

 

確かな知識・技能を身に付け、活用力を高める。 

 

 

目標１ 



 

 

②豊かな心の育成（自主） 担当（石尾・川﨑） 

 

 

取  組 

・自信を深める手立てとして「めざす正院っ子」の活用 

・地域との交流活動やたてわり班活動での人間関係づくり 

・人権についての学習 

中間評価 
Ａ：９０％以上  

Ｂ：８０％以上 

Ｃ：７０％以上 

Ｄ：７０％未満 

評
価
指
標 

＜「めざす正院っ子」の達成率 ＞ 

各月の調査項目は以下の通り 

４  月：授業の準備をする子 

５  月：イスにしっかりすわる子 

６  月：ていねいな字を書く子 

７  月：時間いっぱいとりくむ子 

Ａ 

取
組
の
結
果 

＜「めざす正院っ子」の達成率 ＞ 

４  月：授業の準備をする子・・・・９７％ 

５  月：イスにしっかりすわる子・・１００％ 

６  月：ていねいな字を書く子・・・９７％ 
７  月：時間いっぱいとりくむ子・・・・１００％ 

 
１学期平均・・・９８．５％ 

学習や生活の基盤を整えることによって，落ち着いて学習に臨め
たり，意欲的な学校生活を送ったりすることにつながっている。
今後も継続した指導・支援を行うことで，規律ある学習・生活の
場を構築していく。 

最終評価に向けた 

取 組 

・行事などの取組を通して，たてわり班活動や地域との人間関係づくりの
充実。（メッセージ・手紙などで感謝を伝え合う） 

・人権についての学習や思いやり・感謝の心を育む取組（人権週間を通じ

て相手を思いやる心を育む） 

最終自己評価 
Ａ：９０％以上  

Ｂ：８０％以上 

Ｃ：７０％以上 
Ｄ：７０％未満 

評
価
指
標 

＜児童アンケートの肯定回答 ＞ 

○「おはよう」「こんにちは」「おやすみ」「ありがとう」など，家族 

や町の人，先生，友達にあいさつをしている。 

○友達に声をかけたり，進んで助けたりしている。 

Ａ 

取
組
の
結
果 

＜児童アンケートの肯定回答率 ＞ 

○「おはよう」「こんにちは」「おやすみ」「ありがとう」など，家族 

や町の人，先生，友達にあいさつをしている。…１００％ 

○友達に声をかけたり，進んで助けたりしている。…１００％ 

次年度へ向けて 

学校での様々な機会（授業・休み時間・行事・校外学習）を捉えた取組

を通して思いやり（感謝を含む）や自信をもった行動をすることができた

いた。来年度も「めざす正院っ子」と「たてわり班活動」を中心に学校全

体の活動を通して、心豊かな児童の育成を目指していきたい。 

学校関係者評価

委員からのご意

見等 

 

目標２ 相手を思いやり、自信をもって積極的に行動する子を育てる 



 

 

③健やかな体の育成（健康） 担当（川﨑・小西） 

 

 

取  組 

スポチャレいしかわの３種目に挑戦し，体力の向上を図る。 

＜１学期＞ ４０ｍリレー 

＜２学期＞ シャトルボール 

＜３学期＞ ８の字跳び   以上の３つを中心に取り組む。 

中間評価 

Ａ：３クラスが達成  

Ｂ：２クラスが達成 

Ｃ：１クラスが達成 

Ｄ：達成クラスなし 

評
価
指
標 

４０ｍリレーの標準記録「ブロンズ」を達成できる。 

２年生 … １２．２０秒 

３・４年生 … １１．２０秒 

５・６年生 … １０．５５秒 

※複式学級は２学年の記録の平均を標準と考える。 

Ａ 

取
組
の
結
果 

・全学年で目標を達成することができた。３・４年生については 
 目標タイムを大幅に超えて，標準記録「シルバー」を達成する
ことができた。 

 
・全学年で種目には取り組んでおり，体力の向上に努めている
が，種目に取り組む頻度にばらつきがあるため，日常的に取り
組むことができるように取り組みを継続していく。 

最終評価に向けた 

取 組 

・長休みや昼休みなどを活用して，スポチャレの種目に全校で取り組む時間
を設ける。 

・体育館に記録を掲示し，取組状況がわかるようにする。 

最終自己評価 
 
Ａ：３クラスが達成  

Ｂ：２クラスが達成 

Ｃ：１クラスが達成 

Ｄ：達成クラスなし 

評
価
指
標 

シャトルボール・８の字跳びの標準記録「ブロンズ」の達成 

２年生 … シャトルボール８０回、８の字跳び１００回 

３・４年生 … シャトルボール８５回、８の字跳び１５５回 

５・６年生 … シャトルボール９０回、８の字跳び２１５回 

※複式学級は２学年の記録の平均を標準と考える。 

 

取
組
の
結
果 

・２学期に取り組む運動として設定したシャトルボールについて
は全学年で目標を達成することができた。新記録がでることに
児童も喜びを感じる様子が見られ，意欲的に運動に取り組むこ
とができている。 

 
※３学期の８の字跳びは現在取組を行っている最中です。 

次年度へ向けて 

・各学期ごとに設定した目標をほとんどの学年が達成することがで

き，記録の向上も見られる。児童の実態に合わせて来年度も各学

期ごとに取り組む運動を設定し，体力の向上を図っていく。 

学校関係者評価

委員からのご意

見等 

 

目標３ 体力の向上をはかる 



 

 

④業務改善  担当（仲谷・北野） 

 

 

取  組 

・全員で取り組む定時退校日（第３水曜日・最終金曜日）以外に、

マイ定時退校日を月に２度以上設定し、達成率を可視化する。 

・校務支援システムへの移行をスムーズに行えるように、職員が積

極的に使える環境づくりに努める。 

・計画的な業務の推進を図り、職員会議の回数を減らす。また、会

議の終了時刻を明確に示したり、先を見通した提案を心掛けたり

して、効率的な会議の運営を目指す。 

中間評価 
Ａ：１２０％以上  

Ｂ：１００％以上 

１２０％未満 

Ｃ：８０％以上 

１００％未満 

Ｄ：８０％未満 

評
価
指
標 

 
 
＜定時退校日取組実施率＞ 
 

 

Ａ 

取
組
の
結
果 

４月…１２９％ 

５月…１８３％ 

６月…１２９％       ４～８月…１４８．２％ 

７月…１７５％ 

８月…１２５％ 

最終評価に向けた 

取 組 

・勤務時間外の在校時間が月４５時間を超過している教員の割合を

減らす。（４～８月平均１６．６％） 

・最終退校時刻１９時３０分を必ず守るようにする。 
最終評価 

Ａ：１０％未満 

Ｂ：１０％以上 

１５％未満 

Ｃ：１５％以上 

２０％未満 
Ｄ：２０％以上 

評
価
指
標 

 

 
＜時間外勤務が月４５時間を超過している教員の割合＞ 

Ａ 
取
組
の
結
果 

９月…１７％（１人） 

１０月… ０％ 

１１月… ０％       ９月～１２月…４.３％ 

１２月… ０％ 

次年度へ向けて 
限られた時間で業務を行う意識ができてきたので、今後も、定時退校日と 

時間外勤務の割合を目標にやっていきたい。 

学校関係者評価

委員からのご意

見等 

 

目標４ 業務を見直し、効率化をはかる 


